
心 の 糧
十二使徒評議員会補助

セ オ ドア Ｍ ． バ ー トン

の王国における昇栄を保証するのは単なる記録のみではない。昇栄は地上天

での正 しい生活，徳 愛，従順，神の与えたもうすべての律法に従うこと

により勝ち得 られる。

事実，聖典には，このように述べられている。 「われ汝 らに一つの誠 命 を 与

う♂すなわち，汝 ら須 らくすべての悪を捨て去 り，・すべての善に固く就 くべ し。

また，須 らく神の口より出ずるあらゆる言によりて生 くべし。」（教義 と聖約９８：

１１）

しかしなが ら，自分の名前が，地上における神の家族の記録に記されているか

どうか，また大切な福音の儀式を受けたことが，教会の記録に正 しく記されてい
４るかどうかを調べ るのは

，自らの責任である。

自己の救いと昇栄は，正 しい生活をすることと，記録 された福音の要件を満た

すことの二つにかかっている。危ぶまれるのは２～他ムの祝福で郎 ・穐」自分 自．身
一 一’～ ．． 一．一．一．

岬 垣である・

、瀦 藻嵩鵜簾講 留鷲撚 １論歪
又ず
る機会はないのであ る。記録 によ る証 明が できない ため に， 自分の将 来の祝福

が危 うくなるとすれば， 自らへ りくだ り， 自分 と家族 の記録が正 しく記 され，保

管 されてい ることを確 かめ るために，必要 な ことは何 で もす るにちがいない。
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今 月 の 表 紙

今月の表紙は訪問者センターにある壁

画の一部で，ノアが人々に洪水の警告と

悔い改めを叫んでいる様子がよ くうかが

える。 （創世紀 ６～ ９章参照） （ヘンリ

ーアンダーセン作）



「

〈予言者のことば〉

バ ブテ ス マ

の 門

大管長 デ ビ ド σ マ ッ ケ イ

ゆ

亀

予 言者 ジ ョセ ブ ●ス ミスは次 のよ うに述べ た・ 「バプ テ
スマは神 に対す る しる し （サイ ン）であ る。 ……人 が

／ 神の御許に救われ，神の王国に入るために神が定めたもうた

方法 は， イエス ・キ リス トを信 ず る信仰，悔い改あ，罪 の赦

しを得 るたあのバプテスマだけであって，天 に も地 にもその

他 の道 は無効 である。バ プテスマの後 に，聖霊 の賜が約束 さ

れ る。」 （予言者 ジョセブ ・ス ミスの教 えＰ．１９８）

バプテスマは福音 の第一原則 と儀式の一つで ある。それは

教会 の定 φ られ た礼式，一つの儀式で あると明確 に定義 され

て いる。信仰 と悔い改 めが原則で あるとい う意味において，

厳密 に分類す ると，バプ テスマは原 則 とは見な されないか も

しれ ない。 しか しなが ら，それは神の力に よって制定 された

律法で ある故に原 則 なのであ る。

バ プテスマは霊的成長の基 とな る諸原 則をつねに想 い起 こ

３３７

調

」



阿 Ｔ一『一

イエスは 「すべての正 しいことを成就する」

ネによ りバプテスマをお受けにな った，

（マ タイ ３ １５） ため に ヨハ

させる。この儀式に関連 しているものは，誠実，謙遜，潔白

である。誠実は 「徳のある高貴な家族の母でありコ謙遜と潔

白は， 「人が地と万物の上を高 く飛ぶ二つの翼」である。

己れにこの聖なる儀式を受けたいと望む人はみな，これ ら

の三つの徳を持つべきである。その人は悔いる心を持って，

誠実に造り主の御前に臨み，弱点と誤 りを認め，新 しし～生活

をする望みを表わさなければならない。その人は奉仕への利

己的な目的を抱いてはな らない。彼は神の羊の群に入 って，

神の民と言われ， 「他人の苦難を軽 くするために助ける」こ

とを心から望まねばならない。このように してのみ，永遠の

原則である真の悔い改めが明 らかに示されるのである。

「心の清い人たちは，さいわいである，彼 らは神を見るで

あろう。」と救い主は教えられた。心の清 くない者は， た と

え百回バプテスヤを受けても，神に近づ くことはできない。

謙遜は人の意志によって表わされる。それは人を従順へ と

導き，見栄，外聞，名誉，利得などのあらゆる欲を追いやっ

てくれ る。神の戒めの一つに従おうとする純粋な望みが，価

値のある行動をしょうとする意志によって表わされる。その

謙遜さは，徳のある人の心の中にのみあるのではな く，さら

にその儀式の執行の中に見いだされるのである。

聖典にある歴史上のあらゆるバプテスマは， これを証拠だ

てている。例をあげると，ヨルダン川におけるイエスのバプ

テスマ，ピリポによるカンダケ女王の宙官，パウロとシラス

による獄吏，ペテロによるコルネリオとその仲間，アルマに

よるヒーラムとその他のバプテスマなどがある。これらすべ

ての例の特徴は謙遜と神聖さであるように思われる。バプテ

スマに画一的な準備期間があった り，大げさな儀式や不敬な

礼式があったという証拠はないのである。人生の誠実と潔白

を代表するような，主イエス ・キリス トを信ずる信仰，罪を

悔い改める精神や神の民と親 しく交わりたいという望みが，

バプテスマへの準備の唯一の必要条件であった。

イエスは 「すべての正 しいことを成就する」（マタイ３：１５）

ためにヨハネによりバプテスマをお受け に な った。 「しか

し，パ リサイ人 と律法学者たちとは彼か らバプテスマを受け

ないで，自分たちに対する神のみこころを無にした。」（ルカ

３３８

７：３０）

ニコデ モに向いイエスは言 われ た。 「だれ で も，水 と霊 と

か ら生 れなければ，神 の国にはい ることはできない。」（ヨハ

ネ ３：５）

教会 の会員全体に対 してペ テロは こう書 き送 った。 「あな

たがたはみな，キリス ・・仁 蛎 ・信仰・・よ。て，神の

子 なのである。 キ リス トに合 うバプテスマを受 けたあなたが

たは，皆 キ リス トを着 たので ある。」 （ガラテヤ ３：２６～２７）

「この水 はバ プチスマを象徴す るもので あって
，今 やあなた

がたを も救 うのである。 それ はイエス ・キ リス トの復活 によ

るのであ る。」（１ペテロ ３：勿）

われわれは，次 のよ うな三 つの例 を挙 げて，バ プテスマの

儀 式の三つの段 階的な 目的を，は っき りと述べ てきた。

ω 神御 自身に より定 め られ，義 の永遠 の原則 に関連 す る

． 儀式で ある。すなわ ち，律法 に一致 す る故 に，人 の救 いに

欠 くことので きない もので ある。

② 入会 の儀式一 キ リス トの羊の群に会員 を導 き入れ る

門であ る。

（３） 古 い人 を， あ らゆる弱 さと汚れ と共に埋葬 し，新 しい

生活 に入 ることを表 わす，美 しくも荘厳 な象徴であ る。

バプテスマの儀式 は神 の律法 であ る。誠実，潔 自，謙 遜を

もって， これ に従 うことによ り，聖 な る導 き手 である慰め主

の約束 された祝福が必然的に もた らされ る。 そ して， 「儀式

を変 え，律法を犯す」 ものた ちは，その慰め主 を決 して知 る

ごとが できない。人 々はバ プテスマの儀式を，あ ざ け り笑

い， その効力 を疑 うか もしれ ないが，それは依然 と して変 ら

ず簡素 であ って，最 も美 しい象徴 の一つ と して知 られ る。 そ

ればか りでな く，人 の救 いに役立つ最 も大切 な律法の一つな

ので ある。そ こでバプテスマを受 け る時，他 のあ らゆ る事柄

におけると同様 に，すべての人 は，次 のよ うに言われ たお方

に従 わなけれ ばな らない。

「わた しは世 の光で ある
。わた しに従 って来 る者 は，や み

の うちを歩 くことが な く，命の光を もつであろ う。」 （ヨハ ネ

８：１２）

噛
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態 ，

静か にす うっとエ レベータの ドアが開 いた。 ボブ ・ブ リッ

ジスは片手で赤 毛をか きあげて深 呼吸 を し， それか ら八階 の

廊下へ ゆっ くりと歩 き出 した。 』

Ｔ ・Ｊ ・レイ フィール ド商 会の二重 ガラスの ドアの前 で大

学 四年生 の彼 は，一瞬立止ま った。清 潔なグ レイの 羽ヤケ ッ

トのボタンをか けた。 それか ら前 のように，神 経質 な興奮 し

た態度 で， クロム とガラスにか こまれた社 長室 に入 った。

ところが，様子 は以前 と全 く同 じとい うわけで は な か っ

た。 ほかに応募者が見 当 らない この大 きな応接室 は違 って見

えた。 この時 ボブの目に うつ った のはただ一人，友 人 ラ リー

・クラウ ンだけだった
。

ラリーの黒 い目が彼 を見上 げて言 った。 「おい，ボブ」

「おはよ うラリー
，素敵 な日だね」

ラ リーはため息 をつ いた。 「最後 の勝負だね，幸運 を祈 る

よ」

ボブは部屋 を横切 り，衝動的 に握手 の手 を突 き出 して言 っ

た。 「おは よう，素敵 な 日ですね」

ブ ロン ドの髪 を した，前 と同 じ美人秘書が同 じよ うに （同

一人物 なのだか ら当然 なのか もしれないが）暖か く，親 しい

笑顔で彼 らの所へあい さつにや って来 た。 ちが って いた のは

彼女が次の ように言 った ことだった。 「５分間限 りです よ」

「ぺてん師あ」 とラ リーがまぜ っかえ レた
。

「５分だ って ．／レイ フィール ド社長 が我 々にたった ５分ず

つ しか くれ ない と言 うのかい ？」 とボブは，息 をき らしなが

ら言 った。

秘書 はほほえみなが ら言 った。 「レイ フィール ド社長 は今

朝 はばか に忙が しくて， スケ ジュールが一杯 なのです」

ラ リーは詰 め寄 って言 った。 「で， で も何 かの間違 いです

よ， きっ と。 これが最後 の面接 のはずです よ」

「その通 りです よ
。ブ リッジス さん， どうぞおかけにな っ

て下 さい。 「レイフィール ド社長が少 しの間あなた方 とお会

いにな ります。五分 間で充分 だとお考 えに なってい らっしゃ

るのです。」 夕一シュ嬢は こう弁解 して，信 じ られない とい う

ふ うにお互 いを見つ め合 って いる二人を残 して引 き下 った。

ボブは椅子 にどっか と腰 を下 した。 この途方 もないＴ．Ｊ．

レィフィール ドな る人物 はピ体何者 なのだ ろうか と彼は思 っ

た。 「彼 は，主 として レイフ ィール ド小型計算機を基盤 と し

て事業に成 功 した。 おそ らく，近い将来 にこのオー トメーシ

ョン時代にまだ生産 されていないなにものかを完成す るだ ろ

う。だか ら何 だ と言 うのだ／ もし彼が ……」

ラ リーの声がボブの考 えを中断 した。 「彼 はぼ くたちのう

ちの どち らを採 用す るつ もりだろ うか。 それ ともどち らも駄

目なのだ ろうか。君 は どう思 う ？ 彼 は ５分 という少 しの時

間で 自己宣伝がで きると思 ってるのだろ うか。」

ボ ブは頭 をふ った。 「全 くわけがわか らない。」

３４０

塾

「彼はなぜわざわざぼ くたちを呼んだのだろう？」

「全 くだ，彼がそんなに時間に追われているのなら，この

最後の面接なんかはぶけば良かったのにと思わないかい ？」

ラリーは口を開いたが，あわてて閉じた。マーシュ嬢がほ

ほえみなが ら再びやって来たのだ。

「レ・ｆフィール ド社長がこれからあなた方にお会いになり

ます」彼女はボブを見て言った。 「ブリッジスさん，最初に

あなたです」

この四角いあごの５０歳 （といっても４０そこそこにしか見え

ないが）になった頑健そうな実業家は，エネルギー、と自信に

あふれていた。彼は時間を無駄にしなかった。 しか し， ここ

で行なわれたことは，普通の面接 と共通した点が少 しもなか

った。それは９語か１０語の独 り言だった。

個室の ドアを開けた時レィフィール ド社長はすでに立って

いて， 「ボブ君，いらっしゃい」と手をさしのべながら， こ

っちへやって来た。彼の輝手は入に安心感を与えるように強

かった。 「ここにかけなさい」

大 きな人にしては驚 くほどの素早さで身軽に動き，彼はど

っしりした机の後ろの庫の椅子にかけた。彼の様子にはくつ

ろいだところがなかった。彼はきちんと椅子にかけ，その鋭

い目は人を刺 し通すようだった。

「君 も， ラリー ・クラウソンも全 く大変な難関を突破 して

来ま したね」

ボブは苦笑 した。
一「いや大変だったでしょう。我々が新入社員を青年幹部の

ポス トに迎えて養成するために青年を募集 した時，４９人の応

募者がいました。最初に２０人がまず除かれました。君とラリ

ー君が，い くつかの面接や調査の壁をのり越えて来たことを

私は喜んでいますよ」

レイ．フィール ド氏は机の上の紙に目をやりなが ら，休まず

に続けた。 「今ではダ君たち二人にしぼられましたみ最後の

決定をしなければなりません。 しかしその前に，‘これまでの

中で最 も難か しいテス トをやってもらわねばなりません。」

彼の好奇心を恨みながらボブは何 も言わずに待った。 「す

ぐ指示を出します」と将来の雇主は続けた。 「も．しも君が選

ばれた一人 となった場合 あの友人がそのことについてどう

感 じるかを君は知 っておかねばな りません」

ボブはうなずいた。するとこの実業家は立上 り，床を歩き

始めた。
「言 うまで もなく我々は新 しい革命的な時代に生きていま

す。時代は変 ったのです。組織的方法は急激に改善されてい

ます。たとえば，我々が応募者全員を評価するにあたって，

どんなに計算機を頼 りにしているかを君が知れば，きっとび

っくりするでしょう」



歩 みを止 めて， レイフィール ド社長は ３～ ４メー トル先か

ら言 った。 「しか し，すべてが変 ったわけではあ りませ ん。

基本的 な価値 は残 ってい ます。残 念なが ら，最近，容赦 ない

企業 間での裏切 り行為や産業 スパイについて多 くの ことを耳

に します。 これ は企業間 だけでな く他 の部 門で も同 じことが

言 えるで しょう。 しか しこのことは真 実の姿 の一面 ではある

で しょうが， あ くまで単 なる一面 にす ぎないのです 。」

彼 は知性的 な人間 なのだ とボブは思 った。

彼 はこ こにおも しろ半分に 自分を呼んだので もな く， ５分

間演説 をさせて それを審査す るために呼んだので もない。一

体 ど うしよ うと言 うのだ ろ うか。

大声 でボブは言 った。 「私 は何人 かの実業家 と話 したこと

が あ りますが，彼 らは皆 レィ フィール ド社長 よ りず っと皮肉

屋 で した上

「皮肉屋 ？」 とレイ フィール ド氏 の目が輝 いた
。 「きつと

そうで しょう，ボブ君，私 が話 した人 たち もそ うだ った」

彼は再び歩 き出 した。 「ど う思 われ よ うと，私は今’も古風

な誠実 さとか，人 間同志 の信頼 といった ものを信 じ て い ま

す。私 は， あ る人 た ちは信頼 できる人 たちだ と確信 していま

す。 この世界 には今 なお，誠実 さが あるのです。君 が探 し求

めればそれは見 つか ります。誠実 さとい うものが産 業におい

て も根本的 な役 目を果 た して いるか らです 。」

ボブは注意深 く耳 を傾 けなが らも，社長 が貴重 な ５分 を使

い果 た して しまいそ うだ と思 った。 これか ら社長 は何 を しよ

うとい うのだろ うか。

「昔 か らの諺 に もある正直 は損 にはな らない とい う言 葉は
，

ある人 たちが考えてい るよ うに時代 お くれ の もので はない の

です。私 のこの会社 はなぜいつ も信頼 に値す る人聞を探 して

い ると思いますか。そ れ は我 〃が彼 らを必要 と してい るか ら

です。 新入社 員は新 しい方式 で，す みやか に効果的 に問題を

解 決す る方法 を教 えて もらうことがで きます 。しか し，人間の

性格 は別問題です。」 この実業家はボ ブを さっと一 べつ して

自分の椅子 へ戻 った。 と同時 に，話す内容 も不意 に変 った。

「さてボブ君，君 の願書 と君が受 けた テス トによ って，我

々’は君 自身 につ いてか な りよ くわか りま した。 そ して君 を採

用 する’ことはわが社 の利益 になるとい うこともわ か り ま・し

た。 ラ リ『一 ・クラウソンについて ももちろん同 じことが言 え

ます。 ここで君 にま った く別の問題 に取 り組 んで もらいたい

と思 います。 ラ リーの人物評価 をや って下 さい１。」１・

「ラ リーのです って ？」 とボブは驚 いて聞 き返 した
。

「そ うです
。 しか し，性格的短所 の評価で なければ な りま

せん。君 の ライバルがＴ．Ｊ．レイフ ィール ド商会 の新入社 員

にふ さわ し くない とい う点 に限定 して その理 由を あげて下 さ

い 。」 ． サ

ボブはがっくげとあごを落 した。そ して社長をにらんで言

った。 ’「ち ょっと待 って下 さい。 あなたはぼ くに……」

「辛 い指示で あることは私 に もわか っています。 しか しこ

れが一方的 な指示だ と思わないで下 さい。 間 もな くラ リーを

ここに呼 んで，君 に関 レて同様 の指示 を彼 に も与 えます 。」

ボ ブは頭 を横 に振 ったが， この年上 の紳士 は手 をあげて続

けた 。「君 た ち二人 は長年 の親友 だか らお互 いの欠点や弱点を

知 っていますね。 それ らについて書 いて下 さい。我 々が君 に

教えて も らう必要 があ るか らだけで はな くて，君 の違 った面

や，人 の素質 を判断す る君 の能 力を知 るためで もあ るのです」

ボブはます ます むず か しい顔つ きになった。

「質 問 して もいいですか ？⊥

「いや，残念 なが ら， もう時間です」実業家は立上 り、「別

の部屋へ案 内 しま しょう。 そこで書いて下 さい。 時間は１５分

です。早 く書 き終 って も，私が紙を取 りに行 くまでゴ そ ζで

待 っていて下 さい５」

案 内され た小 さな部屋 の中で，ボブは最初 の ２分 間はぶつ

ぶつ独 り言を言い なが ら床 の上を歩 きまわ った。 これが最終

的決定を なす時の あの有 名な 「除草 」方式 なのか！ こんなや

り方 は大嫌いだ。Ｔ．Ｊ．レィ フィール ド社長 はさっき，古 風

な誠実 と信頼 について演説 をぶ ったばか りなのに。．

窓 の前 に立止 ま ると，街 のは るか彼方 にい くつか の大学 の

建物が見えた。 アル ムニ教会 の高 い尖塔が丘 の上 にあつた。

その下に白い柱石 に支え られたケニオン ・ホール の正面がは

っきりと見えた。 そ して木立 の間か ら経営学部 の建物が見え

ていた。

経営学部 の ことを考 える とデル ビー教授が心 に浮 かんだ。

ボブはデル ビー教授 の房 々 した灰色 の髪やその他 のすべ て

を思い出 した。 この老練 な教授は教授 会の．ほかの人 だ ち．より

も優れ ていた。決 して他人を敬遠 せず，忙 しい中 にあ つて，

仲 間同志 の泣 きごとを聞 いた り，大学 や個 人の問題 に解決 の

手 をさ しのべて いた。彼 は相 談相手 であリゼ案内者 であ り，

友人で あつた。、 … ㌧ 「ヒ’』望 、∵ ．’、、！ ： ∫‘

教授 にこのことを言 ってみた らどうだろ う。Ｔ ．Ｊ．レイフ

ィール ドに対す る評価 を教授 は改 めな くて はな らな くなるだ

ろう。 ，” ・ ∴． ， ゴ』一 ・「 ド』

デル ビー教授 は， ボブ とラ リーにこの会社を受け るこ乏 を

すすめた うちの一人 だった。教授 は彼 らの名前 を卒 業予定者

として覚 えているだ けで はな く，』レイ フィール ド商会が卒業

後 の就職 口 として，仲間 と競争 して受 けてみ る価値 のある．も

、のだ と教 えて ぐれ た。 ・ 一１ 己 ５∴ノ ∫．．
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、

「人生の好機」と教授は呼んだ。そして，ベテランの教授

は二人の面接を彼 らよりも熱心に関心をもって見 守 っ て い

た。二人にとつて都合のいいことに，教授はどちらをもえこ

ひいきしていなかったので，二人のうちのどちらでも，デル

ビー門下生から最後の勝利者が出てほしい と願っていた。

ボブはため息をついて窓か ら離れ，机の方へ 歩 い て．いっ

．だ。机の上には，何枚かの紙 と先のとがった二本の黄色い鉛

筆のほかは何 もなかった。ボブは椅子にかけて自分のボ「ル
』ペンを取 り出し

，しかめつ らをして，いたず ら書きを始めた。

ここで負けるなんておしいことだ。とボブは独 り言を言っ

た。今までぼぐは，自分がどんなに勝ちたいと思っているか

に気がつかずにいたのだ。抽選で負けるというのな らい くら

か慰めもあるだろうに。ぼくの古い良い友だち，ラリー，就

職 のために二人が引き離されて しまうことになった ら，どん

なに彼は打 ちひしがれることだろう！

ボブはいちめんにいたず ら書きした紙を引き裂き，しわ く
「ち
ゃに丸め くずかごへ投げ込んだ。

：乏 うとう彼は本気になって書き始めた。

ブロンドの美入秘書がいつもの微笑を浮べてボブが書いた

人物評価の紙を取 りに来た。そして彼は再び広々とした応接

室 に案内ざれた。ほとんど同時にラリー ・クラウソンが入っ
・て来た」 どちらも言葉を交さなかったが彼 らの目が一瞬あっ

た。それか らラリーは部屋を横切って，皮の長椅子にすわっ

、ているライバルであるボブの横に来てすわ った。、

一方では，大きなデスクでレイフィｒル ド社長が人物評価

を読むのに熱中しているようだった。ボブは社長がなぜ二：人

を呼んだのかと不思議に思った。なぜ彼は，選ばれた者にそ

。の ことを通告し，他の一人をひそかに帰 らせなかったのだろ

．うか。、

社長は目を上げて表情を変えずに言 った。

「あなた方が書いたものを声を出して読んだ方がいいと思
』います
σ短かい方か ら読みましょう」

』ボブは不安そうに身動 きした
。そして，彼がさっき書いた

ばか りの言葉が読みあげられるのを聞いて，ほおがざっと赤

．くなった。

「私はラリー ・クラウソンの性格的短所を批評するように

と言われた。私は彼が好 きだ。彼は，Ｔ．Ｊ．レイフィール ド

商会 の新入社員の候補者である。 もしごれが， ラリーの長所

をのべるようにとの要求であったなら，喜んで従 うことがで

きるのだが。というのも，長いっき合いを通して，彼の美点

や 才能をよく知っており，彼の性格が素晴 らしいものである

なことを知っているか らである。

、 我々は同Ｄ仕事を争 うことになってしまらたが， ラリーと

・私の間柄ば単なる知合いとい うものではな く，親友なのであ

る。彼の友入 として，ラリーの否定的な面を探 しあげること

：３４２

はとてもできるものではない。与えられた指示通 りにやらな

かったことで，私の就職の機会はほど遠 くなってしまったこ
』とであろう

。 このことを私は心か ら残念に思 う。しか し私の

勝利がもし，ほんのわずかでも友人を傷つけることによって

獲得されたものであるとするなら，後悔の念ははるかに大き

いものとなるだろう。」

机の上にその紙を置いて，レイフィール ド社長はあっさり

と批評 した。 「以上です。従順なるロバー ト・ブ リッジスと

サインしてあります」

・ 部屋はし一んとした。社長は二番目の紙を取り上げて言 っ

た。 「では， もう一つのを読みましょう。注意すべきことは

……いや，聞けば自分でわかるで しょう。」

再び彼は声に出して読んだ。ラリー ・クラウソンの提出物

の注意すべきこととは何であるかがす ぐわかった。異った言

いまわしをしていたとは言え，それはボブが書いたものをま

るで写 したようにそっくりだった。

二人は共に社長の指示を拒絶．したのだった。その理由は二

人共同じだった。そして彼 らは，社長も・読んだように，競争

相手の性格の短所を書かないということで資格を失 うものと

考えていた。、

「我々が君たち二人をずっと別々にしておいたことを知 ら

ない人は，君たちがこれを一緒に書いたと思うに違いない。」

とレイフィール ド社長は微笑を浮べて言った。

「一つの観点から言えば…」 と社長は考え深げに続けた。

「君たちは二人 とも間違ったおく測をしています。つまり他

方をこきおろす ことをしなかったので，自分は不合格になる

と思い込んでいることです。実際の所，組織のある所には誠

実だと思われる者はいないし，自分のせっばつまった時に友

人を助けるような信頼できる人間はないという意見を私は固

持 していました。」

ゆっくりと息をついで実業家は椅子か ら立ち上った。 「君

たちが１競争相手 という立場にある友人を裏切 ることを拒ん

翠ということで，私は君たち二人をわが社の新入社員として

喜んで迎えようと決心 しました。」

それから，入社を許された二人が立去る時になってレィフ

ィール ド社長は，ひとこと言 った。 「もし君たち二人が，デ

ルビｒ教授がいつも口にしておられる言葉， 「友人とは何か

・と問われた時ジノは答えた， 『もう一人の私だ』と」いう言

葉で文を結んだとしても私はびっくりしなかったことでしょ

う」

ボブとラリーは驚いて顔をみあわせた。ボブが言った 「社

長がそれを御存知だとは少 しもしりませんで した」 、
ｒ中年のその実業家は笑いなが ら言

つた，．「ところが知って

いて当然なんですよ。そう，昔，私 もデルビー門下生の一人

だうたのです。」 ∴ ． ．．．．こ、 ． ．．＝．・



お と な 学 ぶ べ き人 々

△ 年，世界中で数百万 というおとなが，何かを学ぶたあ
フ に
，学校へ入 ることであろう。学校へ再び 戻 る人 ４

は，みな我々の関心を呼ぶ人たちである。無知を克服 して，

人生の砂漠に花を咲かせようとの強い望みに動かされて決意

す る人 も多いに違いない。また眼前に開かれた世界に驚異の

目をみはり，知 りたいと切に思って学び始ある人 もいるであ

ろう。

学生 としての彼らは，共通にこれらのものを持っている。

まず第一に，す ぐに知 りたいという知識欲，あるいはす ぐに

解決 したいという人生の問題。、二番目に，自ら進んで学窓へ

戻ろうという気持。三番目に，学んだ時によみがえって くる

ｉ数々のおとなとしての経験。

彼 らは学ぶ人である。卒業証書を目的に学ぼ うという人々

ではない。彼 らは，．成績 とか賞にこだ わ らず，発見や，学

問，教育を受けることに大きな喜びを持って勉強をする。、

生涯にわたっで学ぼうというなみなみならぬ意欲は，知識

ハ ロ ル ド グ レ ン ク ラ 」 ク

が世にあふれていることにもいくぶん影響 されている。専門

的な知識は急速に豊富に世に流れ出ているたあ，人が同じ所

にとどまっていなが ら新鮮な知識を有することは困難になっ

ている。立派な理論の数多 くが，テキス トに載 る以前に消え

去って しまい，良い計画の多 くが製図板の上にあるうちに時

代遅れになる。ハイマン Ｇ．リックオーバー将軍がそのこ

とを言っている。 「文明はすでに，心そのものの中に新 しい

未開の地があるというところまで来てしまった。人は，昔尭

地を征服 したように，知識を征服せねばならない」 このこと

は，おとなになっても学ぶ末 日聖徒にとって，どういうこと

を意味 しているのであろうか。

末 日聖徒イエス ・キリス ト教会の会員は，予言者であ り，

指導者であるジョヤフ・ス ミスに表わされている，発見と冒険

の態度を受けつぐものである。教会の初期に，主は彼とその

友人たちに， 「互いにこの王国の教義を教えよ」と仰せにな

つた。．主は，「教会員が率先 して学び， 「互いに教える」こξ
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◎

継鞭
を望まれたのである。教会員が熱心に教えあうな らば，恵み

が伴 うという主の御言葉を聞いた時，年若い予言者は胸おど

顔たに違いない。祈 りと断食の精神で彼 らが籔えた ことは，

「神の王国につけるすべてのこと」であった。地質学，歴史，

音楽，言語，民，文化および 「諸国民の葛藤」も，神の王国

に関することであった。 （教義と聖約８８：７７～８０）

予言者の塾やその他で，聖徒たちは最もよき書より，信仰 と

研究によって知恵を得た。それ らの経．験は，学ぶに際 して大

きな勇気を必要とした。なぜならば，イエス ・キリス トの福音

そのものの中に，それ以前は単に言葉’だけに過 ぎなかったも

のを明らかに渉る思想や概念が含まれていたか らである。

生命や光の源 として，言語 感 やもの 日 らかにし

生気を与える数々の思想を ’まこン を”・

する。思想は ’ なり∠る。思鑓 り真理であ

る塑 越 塾 は麗 栄麺 繰 郷 ある・そ馨 とすれば・

海 セーフ・尽 ３力填 実の学問を・偉木な冒院 人生で主之

レて追丞すざきもの．と者亘て込たことに何ら 思議はない。

教会具がまず初あに興味を．も『って発見するの．は，この世界

に蓮 蓮 璽 があるという・とであ・・その・とに よ・

て，何が善で何が悪で あるか， とい う思想 を応用 して ゆ く人

生が ひ らける。

最 も良 き書 とは何で あろうか。世 界には偽 りと真理 とが存 ’

在 しているが，人 を葬 る知識は何 で， どこにあるのであろ う

か， またどれ がそ うで あろうか。そ して人を救 う知識 は何 で

どこにあ り， どれ なのであろ うか。 ど ’ た ら， 「知 るだけ

で 真理 の知識 にな らない の ’ 淋 － ・

狐

デ ビ ド ０． マ ッケイ大管長は，

誤 った価値判断 によって， もた らされ 」 と言 った。１学 問

んどは」好む と好まざるとにかかわらず恩恵を受けて真理に

影響され変わるものである」。彼１ 臣を，人生１ ７ る 大

な思想と 但で “う老 層 ’ するたφの
，． 』＼ ＿ ．・

方法だ てい 。数々の思想が並ぶ市場で，学問する人が悪

から善を選んでそれらを決定するのである。＝込スム興

’ぶかはわか らない
。 立の含造者が計颪された

懸 “ 灘 オい・耕
な冒険をす るところに，人 が 多’出ら ので あるｑ．

学問』における第二の冒険は，ジ ョセ ブ ・ス ミスの述べた教

え に示 されてい る。 「 ｝の この世に於 て達す る （研究 と

応用 によって 自分の もの ＋ 一 は 何 にて もよ

みがえ りの われ らと辻 ’ “ ）教 義 と 聖 約

１３０：１８）。 ま ことの学問 は決 して ではない

主 はさ らに この教 えについて，熱 心な研究 と従順 によって

この世 で他 の人 よ り多 くの知識 と英知 とを得 る人 は，来 たる

べ き世 において もそれだ けの利を得 ると言 ってお られ る。 す

なわ ち，基礎 とな る知識 を得 て， それを生活に応 用 す る 人

は，知識 も英知 も得 ない人 よ りも，豊かな喜 び としあわせ と

能 力を，来 た るべ き世 で受 け るのである。

予言 者は， 「人 は無智 に して救 わるること不可能 な り」 と

言 った。 （教 義 と聖 約１３１：６）最大 の無智 とは， きの うもぎ

ょうも変 らず真理 であ る救 いの原則 を知 らない ことであ る。

い った ん身 についた英知 の原則 は，永遠 にその人 と共 に あ

る。 自由，信 仰，バプテスマ，従順，犠牲，義務，権威，忍

耐，結婚，誓約 キ リス トの購罪， ゆる し，創造，愛，そ し

で神， これ らの知識 を知 ってそれに従 う人 は，永遠 に続 く力

の原則を備えた入で ある。 そ ” す るまわ りの状況は

「一 一一 となく，永遠に，隠

は価値あるものを求めることである。無益なものしか生みだ
一

さカい照 屓 晒別できる偉大な真実を発見する それ

ぶ 宣びと感激はいかばか “ ’ 偉螢 Ｌ２

たその ま 値ある目 設定できる。真理をしっかり握

った彼は， ロバー ト フロス トの言 った言葉の意味をより明

確に理解できる。 「人生にあって変化だと考えるもののほと

３４４

されたもの，知 られざる事柄の扉を開いて くれる６原則は常

にそれを持つ者に応用することをうなが し，結びつけ，再編

成 し，組立てなおすことをうながすので，そこに含まれるす

べてのものは永遠に新しく興味深い事柄である。神について

学び，神を愛 してそのいま しめを守る人々のために，神が備

えられたものを，見た目はいまだなく，聞いた耳はいまだな

いと神あ御子が言われたことは不恵議ではない。

＼



繊態醸
この ことは，原則 を学ぶ だけで は不充分で あることを教 え

てい る。原 則は，永遠 に変 りゆ く環境 に対 して，永遠 に応 用

し続 けな くてはな らない。 あ る作家が， 「正 しい道 にい るだ

けでは充分で ない。 そこに座 ってい るだけな らば，車 にひか

れ て しま う．」 と言 った。偉 、 ’舳 しつつ新 しい ’

境 に応用 して行 く時に，学問の鄙 は’ ・る こ と が な

い。彼は常に言葉に言葉を重ね，属想に思想を積みあげ，こ　 　
こで少 し，あそこで少しと学んで行 く。一人一人が，知識を

一

知恵と理解に転 じて増すという冒険に現在 と永遠を費すなら

ば，愚かな末 日聖徒 は一人 もいないは “・ 。

謙遜な信仰ある末 日聖徒にとって，すばらしいことは｝学

ぶ資料が限りな く備えられていることであろう。事実研究 し

探求する自分の能力が限られる時には決 して知ることのでき

ない，大切な事柄がある。人は永遠の父なる神と，御子イエ

ス ・キリス トを信 じる信仰を加えなくてはならない。信仰は

学問の形をと６ている。その方法は，主御自身によって教え

られ，力ある教師，神会を構成する聖霊によって働 く。モロ

ナイは， 「そして聖霊の力によって一切の事の真実であるか

どうかがあなたたちに解る」と言った。（モロナイ１０：５）聖

なる教師の力は，信仰と良き業と，権威ある者の按手礼を通

してや って くる。聖霊は全教会員の変 らぬ伴侶，教師 となれ

るのである。学ぶ人が聖霊を指図するのではない。謙遜を通

して人が聖霊に導かれるのである。

学ぶ過程にあって，’人は聖霊によって，自分の努力の位置

と聖霊の占めたもう位置 とを知ることができる。それは学問

の冒険のうちで最たるものであつて，最高の動機を成す もの

である。学問する末 日聖徒は，聖霊によってこのような調和

を保つ。

「科学だけに従 う者は，越えて見ることのできない壁に突

きあたる。なぜ我々が存在 し，この世での使命は何であるか

を学者の権威を もって，完全に物語って くれる人がいるなら

ば，その人は，大勢の人間がますます自分だけに頼 って考え

るようになっていく世界に，納得できるようにそのことを語

る義務がある。力あるものとするためには，勧告を変えなく

てはならない。今はもはや，三世紀の昔ではない か らで あ

る。そうして，信仰 というものの核心に触れる時，科学は沈

黙せねばならない。

しかし科学のその沈黙は，蔑視の沈黙ではな く，謙遜の沈

黙である。信念は事実より大いなるものであろう。明確 に過

ぎる信仰は，おそらく大いなる入生の時に対 して，不十分さ

を露呈する信仰である。次代について深 く考える若人は，科

学に頼 らねばならぬ。なぜならば，科学は多 くを教え，望ま １

せるからである。 しかし，科学が適用されないところには，

頼 ってはならない」 （バンネーバー ’ブッシュ博士， 「科学

は躊躇する」フォーチュン誌１９６５年 ５月．号）

．聖霊は，．学問の冒険をする時に，指示と目的と調和を与え

る。世界中にわたって教えられている学問の多 くが，神への

信仰といわゆる人生の真実力重，人聞の自由な精神をはばみ沈 『

滞させ るかのような印象を与えている。議論や予測は良い道

具である。 しか し，学ぶ人々はよ く 「マヒした分析」の害を

被るのである。そして，不確かで捕捉 しがたい事柄を，あた

か も信頼に足るアプローチのようにして，学問の大いなる冒

』険への足がか りであると教えられることも多い。

しか し，人間のかかげるかぼそいランプでは照 らす ことの

できないところを，教え，知 らせ，照 らし，確認す る聖霊の

「みたま」は
，なんと報いの大きいことであろうか。聖霊の

力と結びついた努力によって偉大な学問の冒険を為す時どの

ような学者や政治家や詩人や予言者が生まれることであろう

か。

主は， 「世の始めより今臼に至 るまで」啓示されたことの

ない知識を，聖霊のたまものによって，教会員に教えると，

ジョセブ ・ネミスに約束 したもうた。そして主はさらに，入

は 「神の命 じたまえる水路を流 るるミズ」リの流を止め……

全能の神が末日聖徒の頭上にいと高き所より知識を注ぎたも

うを止むる」こともできようと言われた。（教義と聖約１２１：

２６，３３）

真に学問を求める末日聖徒の行 く手には，学問の大いなる

冒険が待ちうけているのであ』る。

３４５
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什分の一 について

と， それに満 ちる もの，世界 と，その中に住 む者 とは「地

主 の ものであ る」 （詩篇２４・：１）私達が所有 してい るも

の，または， そ う願 うものはすべて神か らの祝 福 と して私 達

に与 え られてい る。 モル モ ン経で，べ．ンジャ ミン王は この大

切 な ことを教 えてい る。 「ご らん，私 たちはみな物 もらいで

はないか。 みな神 と言 う同 じお方 に依 り頼 んで，食 も衣 も金

銀 もあ らゆ る宝 も一切 の持物 を受 けてい るではないか」 （モ

ーサヤ ４：１９） この地上 の借地人 と しての私達に，神 は私達

の利益 の １割 を要求 され ている。 これが什分の一であ る。

、什分 の一 は古 い時代 の律法で あった。 アブ ラハ ムが，サ レ

ムの王 メルケゼデ クに会 った時の ことであ るが， 「彼 （メル

ケゼデ ク） はアブラハムを祝福 して言 った， 『願 わ くは天地

の主 な るい と高 き神が， アブラハ ムを祝福 され るよ うに。願

わ くばあなたの敵 をあなたの手 に渡 されたい と高 き神 があが

め られ るよ うに』。 アブ ラハ ムは彼 にすべ ての物 の什 分 の一

を贈 った」 （創世記ユ４：１９－２０）．

１ア ブ ラ八 ムが父の家 を出て，母の家族か ら妻 をめ とるため

にハ ランへ 向か った時， あると．ころで夜を過 ご し，主．と契約
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を交わした。 「ヤコブは誓いを立てて言った， 『神がわた し

と共にいまし，わたしの行 くこの道でわた しを守 り，食べる

パンと着 る着物を賜い，安 らかに父の家に帰 らせて くださる

なら，主をわたしの神 といたしましょう。またわた しが柱に

立てたこの石を神の家といたしましょう。そ してあなたが く

ださるすべての物の什分の一を，わたしは必ずあなたにささ

げます。」」 （創世記 ２８：２０－２２）

マラキ書の中にこの律法の本質がつかめるような質問と，

偉大な約束が記されている。 「人は神の物を盗むことをす る

だろうか。 しかしあなたがたは，わた しの物を盗んでいる。．

あなたがたはまた 「どうしてわれわれは，あなたの物を盗ん

でいるのか」 と言 う。什分の一と，ささげ物をも って で あ

る。あなたがたは，のろいをもって，のろわれる。あなたが

たすべての国民は，わたしの物を盗 んでいるからである。わ

、たしの宮に食物のあるように，什分の一全部をわたしの倉に

携えてきなさい。 これをもってわた しを試み，わたしが天の

窓を開いて，あふるる恵みを，あなたがたに注 ぐか否かを見

なさいと，万軍の主は云われる」 （マラキ ３：８－１０）

今 日も昔と同じように主は民に什分の一の律法を与えられ

た。ジョセブ Ｆ．スミス大管長は言 った， 「什分の一の律

法は，それによって人々が自分を立証できる試 しである。 こ

の原則を守 らない入は，誰であっても，シオンの繁栄には無

関係な人として知 られるのである。同様に，教会員 としての

義務を守 らなかった人，また，この世にある神の王国の発展

のために何 ら力をつ くさなかった人 として知 られるようにな

るのである。 このような人は，地上の人々に福音を広めるこ

とに何 ら手助けを しないばかりか，福音の祝福と儀式を受け

る資格を得ることを何 もしていないことになるのである」

（福音の教義 Ｐ．２２６英文）

什分の一の律法は祝福 として与えられている。 この律法は

教会の会員が利己的にならないように，また，従順さを身に

つけるために役立 っているし，何よりもそれは， この地上に．

神の王国を建設するための実際的な方法である。自由な意志

による献金を通じて，私達は他人の福祉にもっと貢献できる

し，神への忠誠を再び確認することになる。什分の一の原則

は，まことに私達の信仰の尺度である。私達が人間にとっで

高価な物 と思われがちな物を自由な意志で捧げるには，信仰

を必要 とする。あらゆる男女は，もし人生で成功をおさめ，

喜びを見出したいと思 うなら，ぜひ什分のヅ律法の教えると

ころに耳を傾けなければならない。

什分のマは，教会の予言者，大管長の霊感のもとに必要な

ところへと分配脚 る。教会堂の建築にも，この什分の一の

財源か ら一部支払 われ る。 この財源 は，教会 の学校，神殿，

セ ミナ ーの維持 のたあに，貧困者を助 けるため に，その他 宣

教 活動 のためにつか われ てい る。

全教会員 は，一年 に一度督監 と会 って， 自分 の什分の一の

記録 を確認す る権利が ある し，それはまた義務で もある。 こ

の ことは， その人が什分 の一 を完全 に支払 ってい るか どうか

のべ る機会 にな る。主 は，私達がい ろい ろないま しめに忠 実

であれ ば，祝福 を受 けると言われてい る，什分の一の支払 い

に忠実 で正直 な人 々に対 して は，主は祝 福を約束 さ れ て い

る。

古代 のイスラエルで大飢 きんが あった時，ひ とりのや もめ

が ザ レパテの町 の門で たきぎを拾 っていた。予言 者エ リャは

その時 ち ょうど町 に着 き，や もめに声をか けて言 った， 「器

・に水 を少 し持 って きて，わた しに飲 ませて くだ さい。 ……手

に一 口のパ ンを持 って きて くだ さい」

や もめは，たぶん， このような願 いを聞いてび っ くりした 「

こ’とで あろ う。彼女 はエ リヤに説 明 した， 「ただ，かめに一

握 りの粉 と，び んに少 しの油があ るだけです。今 わ牽 し嫉た

きぎ二，三本を拾い， うちへ帰 って，わた しと子供 のために

それを調理 し， それを食べて死の うとしてい るのです 」

エ リヤは，や もめが持 ってい る物 を分け与 えて くれた ら，

彼女 は祝福 され ると約束を した。彼女 はエ リヤが言 った通 り

に したので彼女 とそ の家は祝福 された。 この ことか ら，次 の

ことが明 らかで ある。すなわ ち， このや もめは主 を愛 してお

り，予言者 の示 した通 り自分 の義務 に忠実で あろうと した。た

とえそれが 自分 の持て る物 すべてを捧 げ ることになって も。

もし私達が同 じよ うな状 況におかれた ら，一体 どのよ うに

反応す るで あろ うか。 自分 の持 ってい る最後 のほんの一か け

らの食物を予言者 に差 し出すであろ うか¢ この女 の入 はまさ

しくその通 りに した。 そ してその忠実 さの結果 と して主 は彼

女を祝福 された。 その時以来，飢 きんが終 るまで，か めの粉

はつ きることがなか った。 なぜ な ら， 「彼女 は行 ってエ リヤ

が言 った通 りに した……」 （列王紀上 ．１７：１５）か らで ある。

１８３１年 ９月 １１日，オハイオ州 カー トラン ドで主 は予言者 ジ

ョセ ブ ・ス ミスに啓示 した もうた。

「見よ
，人 の子 の来 るまで今 よ り後を 『今 日』 と称え られ

る。誠 に 『今 日』 は犠牲 の日， わが民 の 『什分 の一』を捧 ぐ

る日な り。 この ｒ什分 の一」 を納 めたる者は人の子の来 る時

火 に焼 か るることな し」 （教義 と聖約．６４：２３）

私 は若 い男女諸君が教義 と聖約 の １１９章を ホ く読 む ことを

お勧 めす る。 そ こには什分 の一を支払 う際 の私達 の義務 ，す

なわち神 に対す る私達 の愛 の霊的な試 しが述 べ：られてい る。
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９３７年 ７月 に ビーバー Ｊ． グラン ト大管長 は， ほ か１

の教会 の役員 たち と共 に， ランカシヤーの ロホデール

で開かれた英国伝道百年記念大会に出席 し，その席上で 「シ

オンの全宣教師は，英国諸島より立去るであろう」との予言

的声明を発表 した。

１９３９年 ９月 ３日，大英帝国はナチ ・ドイツに対 して宣戦布

告を した。英国と米国政府間の共同条約により，戦争 に直接

関与 しない全アメリカ合衆国民は，英国諸島か ら立去らねば

ならなかった。これは，我々アメリカ人宣教師全員にも影響

を与えた。

１９３９年の末までに約 １３０人の宣教師が英国の地を離れた。

伝道開始以来 １０２年たって初めて，英国伝道部はシオンから，

ただ一人の宣教師 も送 られな くなった。そして，グラント大

管長の予言は二年半の中に文字通 り成就 したのである。
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伝道部長を退いたヒュー Ｂ．プラウン長老は，米 国へ帰

るに先立 ち，私 と二人の副伝道部長ジェームス Ｐ． ヒル と

ジェームス Ｒ．カニンガムに英国伝道部を管理する責任を

与えた。我々の任命は，大管長会か らの海外電報によって，

正式に承認された。私は伝道部のために全時間を捧げて働 ら

いた。

第二次世界大戦の戦火は間もなく我々を激 しく襲 った。重

要な攻撃目標 となっているロンドンは日夜爆撃を受け，膨大

な財産や生命が失なわれた。 しかし我々は聖徒たちと共に．残

り，主は我々に祝福を与えたもうた。

我々の伝道部には，実に多 くの問題があった。我々は６８の

支部 に対 して非専任宣教師を出すよう協力を求めた。そして

最初の年の暮までに，１７才から７５才までの約 ４００人の非専任

宣教師が生まれた。彼 らは一週間に平均五時間，支部の仕事

を助け，また福音を宣べ伝えるために捧げた。

その上，１２人の英国人の専任宣教師も召された。彼 らは二

人一組になって，各支部に約四週間滞在 し， 日曜日ごとに福

音の教義を説き，それか ら他支部へと移動した。 このように

して，我々は伝道部の全支部を管理することができたのであ

る。

しか し，戦争が行なわれている間，専任宣教師の数は全 く

不足 していた。グラスゴーで開催されたスコットラン ド地方

部大会の最後の会において，宣教師の問題が述べ られている

時，私は中年過ぎのご夫婦 とその娘さんが一緒に，私の前列

の右の方に坐 っているのに気がついた。その娘さんはその時

話されていることを，指話法を用いて両親に伝えていた。

最後の会 も終った時，この若いイザベラ ・マクドナル ド嬢

は，少 しためらいがちに私に近づき，そして言 った。 「伝道

部長さん，両親は私を喜んで伝道 に出したいと思 っているの

ですが，私たちには経済的な力がないのです」

「マク ドナル ド姉妹，私がご両親のお気持ちと，あなたの

宣教師になりたいという信仰を喜んでいると，ご両親に伝え

て下さい。

主はあなたの進むべき道を開いて下さるで しょう。日曜日

の夕方にはロンドンに帰 り，火曜 日にあなたに手紙を書 きま

しょう。」と私は答えた。

火曜 日の朝私は机に向い，私が目を通すのを待 っているお

びただ しい数の手紙を開封 し始あた。そのうちの一通を開い

た時，こう書いてあった。 「親愛なる伝道部長，私は一人の

宣教師を六ケ月間援助 したいと思います。最初の一ケ月分の

小切手を同封します。」この手紙は支部の会員で，フランスの

どこかに配置された英国陸軍の将校か らのものであった。私

は直 ちに一通の手紙を書き，その小切手と共にマク ドナル ド

姉妹へ送 った。そして彼女は，やがて，立派に伝道を行なっ

たのである。

私は旅行のビザを受取ってか ら，地方部を訪問するために

アイルラン ドへ行った。ベルファス トについた朝は，市は，

激 しい敵軍の空襲の後でまだけぶっていた。家や店は全部破

壊 されていた。 この市の住民たちは痛手を受けていた。私は

その一・週間をすべて会員を訪問することに費した。

安息 日に我々は，ベルファス トで年次地方部大会を開催 し

た。午後になって我々は，労働会館の最上階で会を開いた。

約４０人程の小さな集会ではあったが，このような恐怖にみち

た空襲の後で，これまで以上 に団結 していた。専任宣教師の

責任と必要性が再び我々の問題となり，私は立上 って右の方

を見ると，聖徒たちの間にジョアン・タッガー ト姉妹示いた。

「タッガ「 ト姉妹，あなたに伝道をしていただきたいと思

っているのですが，あなたは喜んで主のために六ケ月間奉仕

したい と思いますか ？」．

彼女は立上 った。 「伝道部長，私は喜んで伝道 したいと思

います。でも，私には自分の生活を支える経済力がないので

す。私の母は未亡人です し，私のただ一人の弟は英国海軍に

入 っています。彼のお給料はとても少ないので，母 も私 も働

かなければなりません。」

「タッガー ト姉妹
，あなたのお答えを聞いて，嬉 しく思い

ます。私はお金については心配 しません。主が道をそなえて

下さって，あなたの信道に必要なお金が与えられ るζとを約

束 したいと思います。」
「私は喜んで伝道に出ます

。」

それから私は左の方を見て言 った。 「バナタ・ｆン姉妹，あ

なたに短期間の伝道をしていただきたいのですが，乏 の戦争

中，教会の仕事を助けるために喜んで働 らいて下 さ い ま す

か ？」

「はい。喜んで。でも伝道部長さんもご存知のように，家 「

にいる私たち５人の娘 と弟は，未亡人の母親 と私たち自身の

生活を支えるために働かねばな らないのです。」

「主があなたに祝福 と助 けを与えて下 さり
，その道を開い

・て下さるで しょう
。

閉会の讃美歌を歌 っている時に私の心に一つの疑問が浮ん

だ。 どこからそのお金が来 るのだろうか ？「

讃美歌を歌い，閉会の祈 りが終った時 ダブリン支部の一 ．

会員が私の所にや って来た。

「伝道部長さん
，六ケ月間私がタッガー ト姉妹の御世話が

できれば幸いです。」彼女が小切手を書いている時に，テーブ
ルの傍に立っていた一人の兄弟が言 った。 「バナタイン姉妹

の伝道が実現するように，私が援助しましょう。」
レ

最後の集会は別の会館で開かれ， もっと多 くの参加者があ

った。会が終 って一人 のアメ リカ陸軍 の将校が私 に言 ゐた。・
「伝道部長，主のみたまをこんなに強 く感 じたのは，久 しぶ

りです。私にも一人，宣教師の援助をさせていただけないで

しょうか ？」彼の援助は喜んで受け入れ られ，もう一人の宣

教師が召された。

英国伝道部の財政上の責任を一任 さ地 た私に， 「もうこれ

以上，お金は入 らないかもしれないから，慎重に 使 う よ う

に」 という忠告と共 に，米国へ引揚げるブラウ ン伝道部長ぼ

総額２００ポンド （８００ドル）程のお金を残 して行 った。月間報

３４９
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告にょると，什分の一と断食献金の収入が，い くっかの支部

か ら請求される額よりも少ない場合がしばしばあった。そこ

で私は，どうやって借金を払うかがいつも気がか りで あ っ

た。什分の一の律法と，断食献金を，より強い信仰をもって

忠実に守るように，全会員たちを励ましてほしいと，各支部

の支部長に書 き送 った手紙 も効果が な か っ た。そして，私

は，できる限り節約したとしても，伝道部の資金が長 くは持

ちこたえられないことを思 って心配 した。私に与えられたブ

ラウン長老の忠告が，心の中に重 く残っていて，教会本部 に

経済的な援助を求める手紙を書きたくはなかった。い くつか

の支部を閉鎖するということは，想像もできなかった。

「何か別の方法があるに違いない。経済的な問題をすべて

解決するような何かよい方法があるに違いない」と私は考え

た。その時，私は主の御言葉を思い出した。 「求めよさらば

与えられ，たたけよ，さらば開かれん」

何度も何度も私は主 に祈 り，知恵を求めた。ある日の断食

の後，私は妻に心配事がた くさんあるので，次の日も断食を

するつもりだと話 した。妻はとても心配そうに私を見つめて

言 った。 「明日は食事をして，その次の日に断食をした方が

いいですよ」私は妻の忠告に従い，それから１日おきに通算

３５日間の断食を続けた。私はこれを，ほかの理由ではなく，

ただ我々伝道部の経済状態を解決するために主の導きを求め

て，心からの謙遜 さをもってなした。

断食 と祈 りの日々が終った後，私 はこの３５日間にお金のζ

とについては，什分の一に関しても断食献金に関しても全 く

何 ら霊感を受けなかった，と二人の副伝道部長に話 した。た

だ， この間に現われ，今もなお引き続いている強い印象 とい

えば，聖餐会に関するものであ り，この回復 された福音の聖
』なる儀式

の中に，我４の経済問題に対する答えと解決がある

という証を得たのであった。

年次地方部大会の前 に，我々は朝早 く，聖餐会と証会を行な

った。そ して私は再び同 じ霊感 と証を持 った。パ ンと水が祝．
’
福され，各会員に配 られた後，私は，何のために我々が聖餐

にあつかったかを考えていた。我々は天父なる神に，パンと

水を祝福 して下さるように願い，そして我々が御子のみ名を

わ示身に受け，つねに御子を忘れず，また我々に与え られた

戒めを守 り続 けるということを，順次神に誓約 した の だ っ

た。それから私は我々がなした誓約を賢明に良心的に果たし

ているかどうか，また，方法通 りに我々は聖餐会にあずかっ

ているか どうかと考えた。我々は，この答えは各個人の心の

中にのみ，あることを悟った。聖典の言葉によって，聖餐は

受ける資格めない者が受けた場合には呪われるということ，

また，．我々が常に主と交わ した誓約に対して，また神聖な義

務に対 して忠実であるように，そして我存の働きと行ないが

主の前ビ正 しい信仰を証明するものであるように，聖餐会に

おいそは，静かに頭をたれ，我々の行動と精神を自身の心に

問 うべきであることに気づいた。 このようにしてダ我々は主

の祝福を受ける事ができるのであるげ

．’
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ド我々はだれ一人として偽 りの証をのべ％いとは思はない

でしょう。

私の考えでは故意に，あるいは不注意からか主への什分の
一のお返 しを怠った り，知恵の言葉や，安息日の精神を無視

することは，我 々が偽 りの証を立てることになる と思 い ま

す。聖餐式 に与り神に従 うと証 した人が主の戒めを無視する

ことはできません。」 と私は話 した。

それからは私はみたまに導かれて次の約束をした。 「あな

た方は，什分の一 と献金により，主の再降臨の時にシオンを

受けつ ぐ者 として，あなた方は百倍にも増 して報われるで し

ょう。」

私の訴えから得た感動が大きかったので，会員の何人かは

聖餐に与るのを，少 しの間やめていた程だった。彼 らは理解

したのだ。 しか し間 もな く，ほとんどの会員が，再び聖餐に

与 るようになったのを知って，我々は喜んだ。支部長たちに

は，まだ聖餐を差控えている会員たちにはその理由を聞かず

に，彼 らに愛とｉ親切を示 し，そしてたびたび彼 らを訪問する

ように，との忠告がなされた。聖餐を祝福するように召され

た者たちは特に，はっきりした声で，一語一語を明確にしか

も敬けんに聖餐の祈 りをするように強調された。なぜな ら，

聖餐の祈 りは各個人の証 ともいうべきものであり，また全教

会員 と神 との間に立てられた誓約でもあるか らである。

英国の聖徒たちは，私の訴えを素直に心に受け入れ，信仰

を持ち続け，努力を続けたことは明 らかであった。月間報告

の収入は最 も勇気づけられるものであり，私が教会本部に，

経済援助を求める手紙を書 く必要はな くなったのである。

それは，ブラウン副管長が再び英国に帰ることができ，英

国伝道部の責任を再び受ける四年半ほど前の事であった。そ

の時までに，英国伝道部には，地元の神権指導者の下に７８の

支部と，１４の地方部があった。第二次世界大戦中， ５００人以

上の地方部宣教師が働いた。加えて １０５人の英国人の専任宣

教師が立派な奉仕をなした。ある者は ６ケ月間，労力と金銭

の奉仕をなし，またある者は １年間，長い人は２年間，そし

てある長老は ３年半の奉仕をした。宣教師と会員たちによっ

て，すばらしい祝福 と，信仰を育てた体験について証がのべ

られた。

英国伝道部は，戦争のさ中に繁栄 し発展した。戦前の記録

とほとんど同数のバプテスマがあった。 そして最後に，伝道

部の記録がブラウン長老に手渡された時，伝道部には８０，０００

ドルもの剰余資金があった。そして英国にも神殿を建てたい

という願いが，その当時 （１９４４年）ささやかにあった。（１４年

後サリー州に神殿が建立され，１９５８年９月 ７日デビド ０．

マッケイ大管長によって献堂されたのである。）

我々は主に助けを求めた。そして我々は，伝道部の，そし

て個人の多 くの問題を，主の戒めに従 うことによって，いか

に解決すべきか，また第二次世界大戦のきびしさを断って，

信仰の中にいかに生 くべきかについて英知，すなわち真理の

光を受けたのであった。
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＿ の世界にはだれ一人として完全な人はいません。そこで日々
一 私たちに与えられるチ

ャレンジは，現在の私たちよりも，も

っと良い者になることを目指して努力することです。母親の仕事は

絶え間のないものです。すべての事をなすに当って，その中に私た

ち一人一人が進歩する方法があります。次の記事は 「母親」と呼ば

れているすべての女性のために書かれたものです。

１． 母親は自分が本来一人の人間，それも特別な人間であること

を忘れているのではありませんか ？ ．

母親は，毎日の生活と家族の世話に奮闘して自分 自身を完全壱と念

れていることがしばしばあります。母親は本当に理解され，身近に

感じられ，重んじられてはいません。母親とはあんなものだとい う

ただの習慣的な存在にみられています。１いつも変 らず，進ゆで奉仕

していることが母親を地味な存在にしています。生活と奉仕は相互

的なものです。母親は，家族の者が母親のために働 く特権を取り上

げてはなりません。自分自身を尊重すれば，人から，もっと尊重さ

れるようになります。そして母親は，本来の特別な人間となるため

に，自尊心を持ち，それを持ち続けるだけの時間を作る必要があり

ます。

２． 自分が妻であるということを忘れてはいませんか？

女性の中には，最初の子供が生れると妻であることを忘れて しま

う人がいます。それから母親は完全に母性本能のとりこ とな り ま

す。そして夫は，少しでも自分の方に注意を向けさせるつもりでも ．

彼女が母親になったのだからと納得 しなければなりません。妻が失

にこんな気持を抱かせるとしたら，この妻は大きな過ちを犯し宅い

ます。なぜなら，夫にとって妻であり，愛する者であるということ

は，人生における最大の特権の一つだからです。

夫というものは，子供が母親を必要 としているのと同』じように，

妻を必要としているのです。そして女性は両者にとってよき存在と

なるζとができるのです。

．３． エプロンのひもをきつく結び過ぎてはいませんか？ ．

固い結び目を作 っている母親がいます。そういう母親の子供たち

の生活は，本当に子供 らしいものではなく，母親の生活の延長に過

ぎなし）ものになっています。母親の仕事は，子供を押えっける．こと

ではなく，母として世話をすることにあるのです。

４。 子供 と共に生活しているのではなく，子供のために生活して

は竪ま章んか ？ ，一

両親は自分の息子や娘を所有 しているのではありません。 この子

供たちは，天父なる神からごく短い期間貸し与えられて い るの で

す・ 自分ρ子供たちを成長さ章るのは・母殺の特権であ９・義務尽

のです。毎日一歩ずう，子供たちが歩けるように教えます。子供た

ちに代って母親が歩いてやることはできません。子供が生れたその

時から１独立心のある人間にさせるのが母親のしごとです。自主的

で，正直で，・親切な大人に成長 し，「この家族社会を くり返す用意が

子供たちの生活の中にできているのを見たら，母親はどんなに誇局

しい気持を持つことで しょう。その時が来た時，母親は深 く息をう

いて，体を後にそち巷で腰をのばし，子供や孫たちと楽しく過 すの

です。

５。 小さな子供に多 くを期待しすぎてはいませんか？ 子供は小

さな大人ではないのです。

子供に大人のように行動することを期待すべきではありません。

経験が行動を左右するのです。そして子供はいま経験をつんでいる

のですから，年齢にふさわしい行動をするようにとのみ期待すべき

です。母親が絶えず，子供にとって不可能なことを期待するならば

．子供は自信ζいゑものをまった く失ってしまいます。

６：’家庭外あことにあまり熱中しすぎていませんか？

母親が家庭以外のことにあまり熱中すると，その代償は高 くつき

ます。子供は常に世話をして くれる母親の保護を必要 としているの

です。家族の心が一つで，平安かどうかは，母親が自分の家族のた

めに払う注意と思いやりと愛の大きさに直接比例 しそいます。母親

の愛情がうすいと悲惨な結果を招 くことになります。

７． 子供たちが従うべ き行ないをはっきりと教えていないのでは

ありませんか ？

母親が手本を示すことは何にもまさる強い力を持っています。子

供は母親がいかに行動し反応するかによっていつも影響を受けてい

ます。子供は明確な手本を必要 としています。子は親のかがみとい

う言葉がありますが，．母親の責任 というものは，こういうものなの

です。

８． 自分の娘や息子に紳士淑女になりなさいと教えでいないので

はありませんか？ ．

自分の子供に淑女 らしく，・紳士 らしくふるまってほしいと思うな

ら，母親が親切に上品に礼儀正 しく，ていねいに，優雅にふるまわ

ねばなりません。 もし母親がいつ も淑女であるなら，その娘もまた

淑女となり，息子は，淑女をどう扱 うかを学び，そしていつも紳士

でいることでしょう。

葦 ゴーキアの：セシズを失ってはいまぜんが ？∫

．母稗に家庭（ρバ ランスをとるひン ドルの役目を してし嘆 す６です

からいつ も快活でなければなりません。非常に多忙な毎日の生活の

中かちデ緊張が生 じやすいものです。そして母親はユーモナのぜン

洛を失いがちになります。．母親が生活に変化をつけるのです，，太陽

の輝きも明るさも母親が発散すべきものです。そうすれば，生活が∵

あまりにも固苦 しくなることもなく，また生きているごとの楽しさ

を失うこともないで しょう。

１０．疲れ切 って しまうまで働いてはいませんか ？

母親の仕事は際限のないものだというのは真実ですが，疲れ切っ

孝母親 という．ものは，ほとゐど価値のないものです。単調な骨折り

仕事というのは快い言葉ではありません。．そしてもし母親が自分の

一：生を奴隷のようにあくせ く働いて過すなら，その言葉に１へまわし

いものとなります。家族，愛，快活さ，ユー毛ア，協力といった言

葉が，単調な骨折 り仕事を洗い流 して くれます。．これらの言葉が持

っているそれぞれの意味を良 く考えて毎日の生活に適用するように

努力 しましょう。 この努力がなされたなら，生活は楽しく，’そして

母親ばすばちしびものになるに違いあり．ません。『 ’ ．

３５工



曜 学 校
笥

レッス ンの 準 備
第 １部

レ ッ ク ス ｎ パ イ ン ガ ー

へ

会 の教師 として， あなたは自分の重要な責任教

を十分に知 り，福音を教えるとい うチ ャレン

ジに応 じるために絶えず主の助けを求めなければな

りません。次の提案を霊感 と証を受けるための助け

に して下 さい。

計 画 をす る 時の注意

１． レ ッス ンを計画 す るた あに きま った時 間 と場

所 を とって お く。 聖典， テキ ス ト， 教 師用手 引 き，

聖 徒 の道，紙 鉛 筆 な どの必要 品を手 近 かに準 備 し

て お く。

２． 祈 る。一 番 の計画者 で あ る主 に相談 しつつ，

３５２

計画 を始 め る。 これ は主 の福 音で あ り， あ なた はそ

の子供 た ちに教 えて い るのであ る。 レッス ンの資料

を計画 した り，発 表 した りす る ときに助 けを請 う祈

りは， 「みた ま」 によ り教 え るため の第一 条件 で あ

る。

３． 主題 を書 き留 め る。 主題 は レッス ンを教 え る

根底 で あ る。 レ ッス ンを一 つ の主 題 に定 め るこ とに

よ り， それ に焦 点 をあて， 教師 と生徒 の両方 が 同 じ

方 向 に向か うこ とがで きる。 そ して そ の主題 にそ っ

て教 え るため の副題 を書 きいれて， レッス ンの ア ゥ

トライ ンがで きる。

主 題 を決 め るため に祈 りを もって レッス ンの テキ



ス トを読 む 。 その レ ッス ン全 体 の 目的 を心 に留 めて

お くことであ る。 生徒 の生 活 に どの教 えを と り入 れ

て ほ しい のか， お もな原 則 を捜 し， それを文章 に書

く。

４ レ ッス ンの 目的 を明確 にす る。 レ ッス ンの 目

的 は， 生 徒が主 題 を理 解 した時 に ど うふ るま うかを

述 べ るこ とで あ る。 レ ッス ンの二 回 目を読 み，各 生

徒が その主 題 を理 解 した ことを示 す だめ に どん な こ

とが実 践 で きるか， その方 法を考 え る。 「生徒 は こ

６．

していることを満た しているかどうかを知 る必要が

ある。．あなたが述べたことを 自分は行 なっていたか

どうかを知 らねばな らない。 「生徒が主題を把握 し

る ことがで きるで あ ろ うか。

ｃ 応 用 ：各生徒 が （１）授業 中 に， ② レ ッス ン後 に

その主 題 を応用 す るた めに，私 は何 をす るこ と

・が で き るだ ろ うか。

あな たの行 な う レ ッズ ン活動 を書 き出す。

評価 す る ： 生徒 は， 自分 が レッス ンの要求

の福 音 の原則 に従 うことを示す た めに何 が で き る

か」 を考 え る。 生徒 が知 って い る ことにつ いて， あ

るいは知 って い る ことに従 って何 かをす るよ うに導

くことがあ なた の 目的 であ る ことをいつ も忘 れて は

な らな い。 レッス ンの 目的を書 き留 め る。

５． レ ッス ン活動 の計画 を立 て る。 レッス ンの 目

的 を決 あた ら，次 の ことに答 えて み るこ と。

ａ 説 明 ：生 徒 に主 題 を説 明す るため に， 私 は何

をす るこ とが で きるだ ろ うか。 （後 にあ げ る教

材 の項 を参 照）

ｂ 話 しあい ：主題 につ いて 生徒 が（１）生 徒間 で話

しあ う， （２）教 師 と話 しあ うた めに， 私 は何 をす

た か ど うか は どの よ うに して知 ることがで きるか」

を考 えて み る。．この よ うな評価 は， 生 徒 に聖 旬調 べ

を チ ャ レンジ した り， レ ッス ンの結 びの時 に レ ッス

ンの内容 に基づ い た質 問 を した りして， ロ頭 や筆記

で授業 中 に も試す こ とが で き る。授業 のあ とで は，

特 別 な ことを した り， 次 の 日曜 日まで に進 歩 の記録

を用意 した り， 記 録表 を使 って， 主題 の応 用 につ い

て評価 し考 え るよ うに生徒 に勧 め る。 評価 の方 法を

選 び， それ を書 き留 めて お く。

乳 宿題 を 出す ： 適 切 な宿題 によ り．生 徒 は教

え られ た福音 の原則 を生 活 に取 り入 れ る。 この こと

を考 えな さい。 「生 徒 に（ａ）今 日の主題 を実行 に移 さ
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せ （実 践）， （ｂ）来 週 の レッス ンを準備 させ る （読 書，

実践） た め に， 私は 何が で き るだ ろ うか」。

各生 徒 に与 え る宿題 を書 く。

８． 教 材を見 つ け る ： レ ッス ンの内容 を ２度読

んだ後 ，主 題 と副題 とを効 果 的に説 明す るたあ に，

あ るい はそ の主 題 と副題 につ いて の クラス討 論 を活
　

発 にす るた めに， 必要 な 教材 を決 め る。ｒ

ａ 視 覚教材 ：絵， 実 物教 材， 図表， ス ライ ド写

真 ， 映画等

ｂ 聴覚 教材 ：レ コー ド， テープ レコーダ ー，生

徒 の話 等

ｃ 人 的資料 ：教 え られ る福音 の原則 を生 活 の実

際面 に示す人生経験 をも？人が誰かいるだろ う

か。生徒 たちはその人に好意をいだ くであろ う

か。

教材を作 るか手に入れるか しなさい ：聖徒 の道や

教会 の他の雑誌を捜 した り，教材係や ワー ド部の図

書係 に尋ねてみた り，近 くの専門家を訪問 した りし

なさい９

３項か ら７項まではよいレッス ン計画に絶対必要

なことです。 あなたの計画にこれ らを取 り入れたと

き， あなたはレ ッスンの準備にもっと満足で きるよ

うになるで しょう。

今 月 の 前 奏 曲

Ｍ ｅｌｖｉｎＷ ．Ｄｕｎｎ
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８ 月 の 聖 句

大人 日曜学校

だ れで も， 水 と霊 とか ら生 まれ な けれ ばジ 神

の菌 に はい る ことはで きない。 ． ・
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子供 日曜学校

私 は主 が 命 じた も うた ことを行 って行 う。

１ 二・一 フ ァ イ ３ ７
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毎日の計画的な運動は

報 い あ る健 康 の 法 則

で あ る

ズ職 ミ
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会で，私たちはたばこやアルコールや熱い飲料の有害
教
な影響にはずいぶん注意を払っている。 しか し，もし

実践 したな ら精神的，肉体的に良いものをもた らすその他の

健康の法則には，しばしば注意を怠っているσ

職業，活動，趣味の追求，娯楽の楽 しみ，毎日の家事雑用

において，人の手をわず らわす仕事がオー トメーシ ョンに変

わってきている。運動水準の低下に伴って，社会には緊張を

引き起 こす要素がふえている。

ジョセフ ・スミスの友人の話によると，１８３８年，予言者 がギリシ

ヤ語とラテン語を勉強 している時， 「彼は勉強に疲 れる と，自分の

運動のために，子供たちとゲームをしたものでした。それか ら，ま

た前のように勉強をしていました。」
「ウィリアム Ｍ．オール レッド長老は， かつて予言者が，次の

話を引用して，子供たちと遊ぶことは理にかなっていると言 うのを，

聞いたことがあると言っています。」
「ある予言者が何か楽 しそうに，木陰に座 っていると ころへ，１

人の狩人が弓矢を持 ってやって来て，休んでいる予言者を見てとが

めました。予言者は狩人に，弓はいつ も張 りつ めていますかと尋ね

ました。狩人は，いいえと答えました。予言者が，なぜですかと尋

ねると，いつも弓を張 っていたら，弾力性がな くなって しまいます

と言いました。予言者は，心も同じことで，いつ も心を張 りつめて

いたくはないのですよ，と言いました。 ． ’ザ

（１９３４年ユタ州 ソル ト・レー ク市，デゼ レト・ニユースプ レス発．

行，ヱドウィン Ｆ．パ リー編集， ’』
「予言者ジョセブ・ス ミスの物語」Ｐ．２８，２９，３１より）

ウ イ リ ス Ｄ． ウ イ ン

私たちは，オー トメーションにより仕事か ら逃れようと努

めて，緊張を減 らす大切な肉体の活動をおろそか に して い

る。肉体の活動は人体に有益な結果をもた らすと い う こ と．

を，私たちはずっと以前か ら知っていた。 しかし現代の問題

と要求により，私たちは，健康の法則としての運動に特別な

．注意を払わなければな らないのである。

肉体の健康

「肉体の健康」という言葉は幾つかの面において考えられ

る。病気にかからず，肉体の状態が調整されていて調子が良

ければ，人は肉体的に健康であると感 じるか も知れない。

健康についてのもっと深い考えには，上にあげた普通の健

康や気分の良さと共に，次のような他の要素が含まれる。活

気をもって行動 し，熱意と活力をもって義務と責任を果たす

ための力を生み出す源，社会的活動 市民活動∴娯楽活動に

とりくもうという熱心な気持，時々身にふりかかっ・てくる緊

急事態に応 じる肉体的，精神的な備えである。

健康 は与えられるものではない。アルコール，たばこ，熱

４ ・

諾
・… ！ ！
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い飲料を慎 しんだり，適度の食事をしてさえいれば自然に得

られるものでもない。むしろ信仰のように，培わねばならな

いものである。充分に身体に注意 し，正 しい食事を取 り，肉

体の働きをよく理解 して，規則的な運動をする こ と に よっ

て，その健康が得 られるのである。

運動の型

健康は個人的なことなので，運動は個入の好みと条件に基

づいて勧めなくてはな らない。健康を得 るための運動には幾

つかの型がある。 １ Ｌ ’

１． 抵抗性運動

これ らの運動は１つの筋肉を他の筋肉に，あるいはいくつ

かの筋肉を抵抗性のある物に対抗させるものである。 ６秒か

ら１０秒間静かな収縮を行なうこの運動は筋肉を強 く大きく発

達させるのに役立つ。体格は立派になるが，それ自体で健康

が増進されることはほとんどない。

２．」 バランス運動

この運動は，体の動き，すなわち関節と筋肉の一連の動き

を必要 とす る。柔軟体操，重量上げ，ゴルフクラブの振 り，

蹄鉄投げは典型的なバランス運動である。それ らは力，柔軟

性，平衡感覚，筋肉の共同作用を発達させるのに良 く，長時

間充分に行なうならば耐久ガを発達きせることができる。

３． 集中運動

短時間に強い力を，肉体に要求する活動は，この型に分類

される。水泳，ランニング，自転車 レースのようなものは，典

型的な集中運動である。肉体的に多 くのものが要求されるの．

で，これらの運動は体の状態の良い人のためのものである。

４， 持続運動あるいは 「アエロビ・ックス」

．乙の呼び名はケネス ♂クーパー博士による。これ らの運動

は，成人のほとんどに必要 とされる，循環器系統を強める運

動である。散歩，水泳，スキー，サイ クリング，ハン ドボー

ル，ゴルフカー トに乗 らないで行なうゴルフは，少 しずっ始

めて規則的に一定期間続けるならば，持久力を強めて肉体の

健康を促進する。

トレーニング計画の効果

肉体の健康か ら得 られるものは何であろうか。

アメリカ心臓協会は次のように言っている。

「仕事で肉体労働をする人は，事務をする人よりも心臓発

作にかかる傾向が少ない。そ してもし彼 らが心臓発作にかか

ったとしても，人生の後期に起 こり勝 ちでそれほ ど重 くな

い……ｏ

規則的な運動は，心臓発作の危険を減 らす と同様に，即効

的な利益を ももたらす。．
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血液の循環は体の全体をよい状態にする。趣肺，心臓，他の

諸器官及び筋肉のすべては，さらに効果的に働きあう。

あなたはもっと丈夫になり，疲れにくくなる。

毎日に対する意気 ごみが生まれ，緊張 と過労に対する抵抗

力は強 くなる。運動は，積み重なった緊張によいはけ口を与

え，休息 と睡眠はくつろぎを与える。

あなたの体重を正常に保つことは容易である。ひどい太 り

すぎは心臓発作の危険を引き起 こす。

より良い姿勢とさっぱ りした姿は，外見をひきたてるもの

である。心臓病の危険要素の一つであるコレステロールの量

を少なくできる」

医師，生理学者，心臓学者，心理学者による研究発表では

規則的運動を している人たちは，さらに長 く働 くことができ

疾患についてもさらに抵抗力を増 し，緊張 と心配が少なくな

り， 日常生活にあってもっと生産的になるであろうというこ

とを常に指摘 している。

どのように始めるか ・ ＼

顯 羅 の緬 を始めるにあた り，次の。とに従濾 さい。

１． 健康診断を受けて，あなたの計画を医者 と話合いなさ

い。医者の考え，勧告，注意を求める。 （毎年の健康診断を

健康の １つの目安にするべきである）

２． 計画 と目標を立てる。あらゆる年令層や好みに合った

多くの運動のプログラムがある。

３． 運動の予定表を作 り少 な く と も週の内の ３日， １日

３０分から１時間の予定を立てる。

４． 過度の運動 とけがとを避けるために，幽っ くり始めで

しだいに強 くして行 く。あなたの現在の状態は，形をなすま

で二，三ヵ月の時間をかけることである。

５． 堅実に行なうこと。目標を達成するためには時間と努

力がいることを知って単なる思いつきや近道を避けることで

ある。

６． 楽 しいやり方を見出すこと。単なる 「運動」はつまら

ない単調な仕事となってしまうか もしれないからである。

７． 継続すること，その報いは，努力するだけの価値ある

ものである。

８． 散歩，ハイキング，スキー，水泳，ボーリング，園芸

のような，家族みんなで行なう活動を計画 しなさい。

私たちには智恵の言葉に従 うことにより 「走れ ど も疲 れ

ず，歩けども気を失うことなからん」という約束が与えられ

ているが，肉体の運動はこの約束の実現に大いに力をそえる

であろう。
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友 は Ｍ ＩＡ で で き る
卜

せ，そうすれば見いだすであろう」と主 は言 わ れ「捜

た。友を捜す人は，その友をＭ ＩＡで見出すであろ

う。忠実，誠実，愛，創造性など，次々にあげ られる標準 と

理想は，Ｍ ＩＡの会員に認められる。毎週行なわれるＭ ＩＡ

での交わりは永遠の友情に達するための機会である。

多 くの 「宣教師便覧」の見返 しに，ジョセブ ・スミスの言

葉が印刷されている。それは 「柔和に，冷静に行きなさい。

信仰や宗教組織のことで他の人々と争 うことなく，十字架に

つけられたイエス ・キリス トとその教えを宣べ伝え，確固と

した道嶽 て歩みな、、㌔ 。れを私はいま しめとして伝え、

る。 これを守 らないすべての者は頭に迫害が下されるであろ

う。 しかしこれを守る者は常に聖霊に満たされるであろう。

私はこれを予言として告げる」という言葉である。

Ｍ ＩＡはこの予言を成就する組織 の一つである。なぜなら

Ｍ ＩＡのプログラムは，信仰や宗教組織のことで 人 と争 わ

ず，教会員，非教会員とを問わずにあらゆる人に開かれてお

り，柔和に冷静に確かな道を求めつつ，毎 日の生活における

福音の原則を語ることによって十字架につけられたイエス ・

キリス トとその教えを宣べ伝えているからである。Ｍ ＩＡの

クラスでは，宗教のいかんを問わずあらゆる青年男女は業績

達成賞を受けることができる。それは，世の中の男女が，体

も心も清い人々とまじわる良い機会である。外面の容貌は，

心の喜びと汚れない思いからのみ生 じる，若人のほほえみと

生気を伝える。

Ｍ ＩＡでは１６歳 と１７歳の少女たちはローレルの誓いを守る

ことを宣言する、「人生の出発点に立 っているローレルの私は

捜 せば 自分 の ものになる偉大 な宝 を目の前 に見ています」

・ １２歳 と１３歳 の ビーハイブの少女 たちはい っ しょに声をそろ

えて 「私 は女 の子 だ とい うことを大切 に考 えます」 とい う言

葉 を繰 り返す。 ， ．－．

１４歳 と１５歳 のマイア ・メイ ドは シンボル と して犬 ラの清純

さを持 ち， それを毎 日の生活 に実践す るｑ

１８歳 か ら２５歳 まで のグ リーナーには，正 直，忠実 ，緯潔 で

愛 あふれ る人 々が集 め られ る。

１２歳 と１３歳 のスカウ トは 「名誉 にか けて行 なお う⊥ との言

葉 によ って，為すべ き仕事を熱心に果 たす。

１４歳 か ら１８歳 まで のエ クスプ ローラとエ ンサイ ンは，探求

し指導性 を身 につ け，良 い しもべ とな るどとを 目標 に か か １

ず レ

げ， それに向か って まい進す る。 諺 ■ ∵… ・
虚

Ｍ・ンは・ 「生涯樋 じて人類 撮 良頒 献力・でき誌 ケ ．

に，私自身を純潔に保つため，積極的に悪に対抗す るため，「１．

謙遜さと男 らしさの模範を示すため，真 のスポーツマンシッ

プに従うために，最善．の努力を払 うことを心か ら誓います」

との誓いをする。 １レ

上の誓いと行動の原則を堅 く守 る入々のまわりには，永遠

の友情を固め，すば らしい経験 と喜びのある人生を送るたあ

の機会が多 く約束 されている。 これらの友情の素地はＭ ＩＡ

にある。それは福音の原則を日常生活に応用す ることを若人

に教えるＭ ＩＡ活動の教室内に，‘あるいはＭ ＩＡあ主催する

さまざまな行動の中にある。彼 らは， 「イエス ・キリス トに

ついて宣べ伝え」， これを実践する時に，教師や仲間の中か

．、．ら， 自分だちの真実の友を見出すのである。．． 、 一、＿． ＿、

３５７



権 能 ですって？

何 をする権能ですか

３５８

若人のペー ジ

蛙 技 が終 ってか らの ことで した。土入の青年が，飲
躍兄 物 を待 ちなが ら話 し合

ってい ま した。二人の話の

内容 は，普 通耳 にす ることとは異質 のこ との ように思わ

れま した。

「神権の権能 ですって
。 どんな意味 でおっ しゃってい

るのですか。確 かにほ くは祭 司の職 に按手聖任 されて お

ります し，聖 餐の祝福 の手助 けを しています。で も，権

能 と言われて も……。 ぼ くは権能 を もってい る の で す

か。一体，何 をす る権能 をですか。」 と，若 い 方 の青年

が言 いま した。

もう一人 の青年 は，考え深そ うな感 じの人 で，微笑 を

浮 かべなが ら言 いま した。 「ぼ くが伝道 に出 る前 には，

ちょうど君 のよ うに考 えた ものだ った。 ぼ くも理解 で き

てなかった。 あ る日，一人 の婦人が病気の子供 を連 れて

や って来 た。 その人 は， ぼ くに何かを期 待 してい るよ う

すだ った。 ぼ くは と言 えば， とにか く一生懸命お祈 りを

した んだ。一体何 を した らよいのか確信 を得 たか った し

神様 に助 けて欲 しかった。 その時 ぼ くは気がつい たんだ

よ。 その人 は自分で神 に祈 ろうと思 えば， い くらで もお

祈 りはで きた んだ。 それなのに ここに来 ているというこ

とは，他で もない，神権 の助けが欲 しか ったんだ と。 そ

れ で，ぼ くは両手 を子供 の頭 においた 。神 はその子 をいや

され た。 この時以来，ぼ くは神権 とは， すなわち権能 だ

とい うことを知 ったんだ。 神権 とは，若 い人達 を訓練す

るための別名 なんかで はないんだ。神権 を もつ人 は，神

と協 力 して，非常 に偉大 な事柄を為 しとげ ることができ

るんだ。神 は， ぼ く達が このように力をつ くしてい る時

に，特別 な方法 で祝福 を与 えて下 さるんだ。今 は，はっ

き りとこの ことを知 ってい る。 そ して， この ことは， ぼ

くがいかに生 きてい くか とい うことに非常に多 くの影響

を与 えてい るんだよ。」

あなたの場 合， あなたが持 ってい る神権は ど う で す

か。 あなたの生活 に影響 を与 えることがで きる重 要な事

柄を考えた ことがあ ります か。次 にその ためのチ ェソク

リス トをあげてお きます。

ω あなたの友 人が事故 で大 けが を しま した。 あなた

は，その場に居合わせま した。一体， あなたは何がで き

るで しょうか。

〔２） あなたの所属 してい るチームがステーキ部 内の競

技 に参加す るた めにバスででかけます． みんなは乗 り込

みま した。一体，あなたは何ができ るで しょうか。 ｋ

（３） 学校 で， あな たと同 じ委 員会 に所属 している女 の

人 が，教会 につ いて もっと知 りたい と言 いま した。一体

あなたは，何が できるで しょうか，

（４） あなたのお父 さんは教会の会員ではあ りません。

しか し，妹 さんが重大 な決意をす るのにあなたの助 けを

必要 としています。一体， あなた は何 がで きるで しょう

か。



人 々 の

悪 しきくわだて
管理監督 ジ ョ ン Ｈ． バ ン デ ン バ ー グ

浴

合で対戦する前に相手方のようすを偵察す るのは，ス
試
ポーツではあた り前のことになっています。相手チー

ムの総合的な戦術を分析するこのやり方は，相手方の奮闘を

妨げられるような，有力で効果的な防御方法を工夫するため

に行なわれます。

今 日主は，全 く同 じような方法で，私たちが正義に敵対す

る者の戦術に備えるようにと要求されています。主は非常に

明確な言葉で私たちに警告されました。すなわち 「………末

の世に於て悪 しきを企つる人々の心中に現在存し，また将来

在 らんとする悪 と企図とのために………」（教義と聖約 ８９：

４）と。．

＝これらの くわだてをする人たちの主な目標は，私たちの肉

体と力です。サタンは世の初めから，神の子供たちの肉俸を

滅ぼし，彼 らの思いと行動を支配する力をとることをね らっ

てきています。昔，カインをそそのか してアベルを殺させた

時の動機ばこれであり，現在ではこの動機は非常に明白にな

っています。サタンは非常にずる賢 くふるまっています。肉

体を損 うような，あるいは，肉体と精神を奴隷にして しまう

ような物質の使用を一・般化 しようとしたり，あるいは適当に

とじつけようとしたりしています。 このような方法で，サタ

ンはいろいろな場合に成功 しています。何百万 とい う人 々

が，自分の霊の宮居をタバコ，酒，・あるいは不道徳や破滅へ

と導 くような物を摂取することによって汚 しています。

しか し，近頃は，サタンは肉体をね らうだけでな く，人間

の力も奪い取 ってしまうという当初のや り方に立ち返ったよ

うに思われます。１９世紀 という，ごく近年になっ「てか ら，薬

３５９



悪魅．

を向こう見ずに用いるといった悪 しきことが国々にはびこり ・

ました。

キリス ト教の宣教師か ら伝えられるところによれば，１９世

紀末から今世紀初めにかけて，セイロンでは，アヘンのため

にた くさんの村が絶滅 しようとしていました。このような村

に足を踏み入れてみると飢死せんばか りの動物たちが目につ

き，建物は朽ちはて，人が生存 しているような徴候はほとん

ど見当 りませんでした。１８９７年だけでも，１８，２８５ポンドのア

ヘンがセイロンに輸入されたと報告されています。

他 の国で，同じような苦 しみを味わったの は イン ドで し

た。１８９９年，英国領 インドでは，５６４，０００エーカーにわたっ

てけし （アヘン）が栽培 されており’ました。 しかも， この国

では当時も，そ して現在 も大勢の人々が飢えているのです。

中国も，同じように破滅へ導かれるような策略にとらえら

れた国でした。１９世紀の間に，無数の家族が貧乏のどん底で

あえいでいました。 というのは父親たちがアヘ ンの常用者に

なっていたか らです。 この悪習を続けるために自分の妻や娘

を売ることは，男たちに．とっては珍 しいことでほなかったよ

うです。

中国では，アヘン常用癖は三代 目，四代 目，あるいは五代

目の子供にさえも現われることがあります。 この傾向の非常

に強い子供は， ６時間毎にアヘンの煙を顔に吹きつけないと

ひきつけを起こすのです。

このような時代に中国を訪れた人々は，時々，ほとんど死

にかけている乞食が食物ではな くてアヘンを求めて寄 って来

たと報告 しています。

今まであげた国の人々は薬を勝手きままに使 うことによっ

て，精神 も肉体も虜にされて しまったのです。今 日では， こ

のような悪 しきたくらみが不合理な主張によっておおい隠さ

れてはいますが，それでも私たちは当時と同じような状況に

直面 しているのです。 くわだてをする人々は，ある種の薬に

真実をすっか り歪めて しまうような唱い文句をつけ て い ま

す。たとえば，ＬＳＤのような特別な幻想の薬を 「心を豊か

にする薬」といった風に呼んでいます。 しかし事実は，個人

に与えられた最も貴い恵みであり，権利でもある，自分自身

の心を制御 し支配する力を奪われてしまうことに な るの で

す。

ある若い男が，’友人たちの強い勧めにあってスリルを味わ

うためにＬＳＤを飲む決心をしました。友人たちか らは，す

ばらしい経験だよ，たぶん美 しい色を見ることができるし，

ここちよい音楽 も聞けるだろうと言われました。けれども，

時によっては悲劇的な経験になるということは教え られなか

ったのです。 カリフォルニア，・ベン トウラの地区弁護士は，

この若い男め経験を物語 って次のように言っています。Ｔ Ｌ

ＳＤの作用で，彼は狂暴になり，父親と母親を殺そうとしま

した。両親の悲鳴が隣家の人の耳に入 り，ついにこの男はと

りおさえられました。今は，彼は精神病院に入院しており，

医師は回復するのを期待 していないと言 っております。 この

３６０

男は大学生で，成績は優秀ですば らしい男で した。でも，今

では彼の人生は破壊されて しまいま した」

科学者は，ＬＳＤを飲むことはたとえて言えば薬学のロシ

アルーレットのようなものだと言っています。薬の濫用で何

よりも恐ろしいのは，薬を用いる人が，自分の心を支配する

力を気まぐれな化学の力にゆず り渡 して しまうことです。

■ＳＤが不妊症や暴力と結びついていることから，この薬

の使用を公然 と主張する人は少なくなってきたようですが，

これに代 って，いわゆるあまり強 くない薬，たとえばマリフ

ァナ （インド産の麻で麻酔剤になる）を使 うことがすすめ ら

れてきています。あまり強力ではないと言っても，本質的に

は同 じことです。 マリファナの服用者は自分の精神を，予測

しがたいような，時には暴力的な結果を生むような薬に引き

渡 して しまうのです。いわゆる無害の雑草を提供 している人

々のたくらみを，見てみま しょう。

このような人々の動機は，若い人たちをヘ ロイン，モル ヒ

ネ，あるいはアヘンといった薬の相当重症な中毒者にしてい

くことにあります。

ソル ト・レーク市の学区で行なわれた調査結果は，喜ぶべ

き状態を示しています。つまり，若い人たちの肉体を汚 し，

精神をとりこにしようというもくろみにだまされた人はほと

んどいないのです。．

教会の若人たちにとっては，敵のたくらみは非常に明白な

ことなので しょう。主は忠告されています。 「あなたがたは

神の宮であって，神の御霊が自分のうちに宿 っていることを

知 らないのか。もし人が，神の宮を破壊するなら，神はその

人を滅ぼすであろう。なぜなら，神の宮は聖なるものであり

そして，あなたがたはその宮なのだからである」 （１コリン

ト ３：１６～１７）

だれであっても，許可な しに他人の心を侵すことはできま

せん。なぜな ら，その人自身が自分を治めるあるじなのです

か ら。人は自分の運命を決定す る力をもっているのです。人

は自分の造 り主である神を信頼することができます し，この

ようにすることによって自分にとって何が一番よいものなの

か知っていますか ら，今さらそれを試 してみる必要はありま

せん。

．’私たちの肉体 と精神は神か ら与えられた最も高貴なもので

す。 これなくしては人生の目的を達成することが で き ませ

ん。 このためにこそ，サタンは実に巧妙に人を誘惑 し， この

神からの恵みをひき渡すようにしむけるのです。神権保持者

として，教会の若い女性として，正義のために戦いなさい。

あなたの御霊の宮居を汚す もの，あなたの精神を損 うものか

ら自分を守 りなさい。あなた方の内一人 といえども， この悪

しきくわだての虜になってはな りません。あなた方はたくら

みを知っています。神 と指導者の忠告に忠実であれば，それ

に打ち勝つことができます。福音の計画に従 うこ と に よ っ

て，あなたは人生のどの試合ででも敵を打ち負かすことがで

きます。




